
　（別紙４（２））
事業所名：

認知症対応型共同生活介護
サンホーム天神

目標達成計画 作成日： 令和　4　年　3　月　12　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に
要する期間

1
10
（6）

コロナ禍の為、家族は、入居者がホームに籠もりがち
になることで筋力等の低下を危俱し、不安感を募らせ
ている。面会制限が継続されていることを踏まえ、今後
も家族に寄り添った配慮を継続するとともに、家族に対
しホームでの取り組み状況や入居者の情報提供を強
化し、家族の安心に繋げて行くことを期待する。

コロナ状況下であっても、ご家族様との関係性を維
持し、ご入居者様・ご家族様に安心した生活を送っ
ていただく。

3ヶ月

2
35
（13）

管理者は今後自然災害に関する訓練を実施していく意
向であり、ハザードマップの入手とともにBCP（業務継
続計画）策定も視野に入れた取り組みに期待したい。
また、入居者情報一覧表を整備しているが、現情報に
加え、例えば、全身写真・既往症・服薬情報・介護保
険、健康保険情報を追加することで避難先での円滑な
情報提供に繋げることを期待する。

自然を含めた災害に備え、災害時の状況に応じた
対応を円滑に出来るよう必要書類の整備・改善を
行う。

6ヶ月

3 　 　 ヶ月

4 　 　 ヶ月

5 　 　 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

　

　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具体
的な計画を記入します。

【目標達成計画】　

目標達成に向けた具体的な取り組み内容

現在、各利用者のご家族へ向けて毎月の定期連絡文書を
検討しており、4月から行う予定となっている。また。ZOOM
での面会を行っており、ご家族様へ積極的な呼び掛け・利
用を行っていく。

自然災害についてハザードマップの入手を行い、非常時
持ち出し書類を第三者が見ても分かるように情報の追加
を行っていく。また、BCPについては、法人で検討中であ
り、GH天神に合わせた作成を委員会を中心に行っていく。

　


